




























HIROSAWA Mitsuyuki：The Meaning of Mutual Relational Experiences of Supported Group Psychotherapy for 







































　関わり手は， 5 名（大学教員 1 名（筆者），臨床心理士 1 名，大学院生・学部生 3 名）
であり，各セッションでは， 1 名のディレクターが進行役となって活動を進めた。
⑷期間と面接契約











名前 性別 学年（開始時） 所属 診断名 IQ
A 男 中2 通常学級 アスペルガー症候群注意欠陥/多動性障害
118
（WISC－Ⅲ）
B 男 中2 通常学級 アスペルガー症候群注意欠陥/多動性障害
101
（WISC－Ⅲ）
C 男 中2 通常学級 アスペルガー症候群注意欠陥/多動性障害
85
（WISC－Ⅲ）
D 男 中1 特別支援学級 高機能自閉症 85（WISC－Ⅳ）
E 女 中2 通常学級 アスペルガー症候群学習障害
97
（WISC－Ⅲ）
F 男 中1 通常学級 注意欠陥/多動性障害 95（WISC－Ⅲ）

















































　正期産で出生した。首のすわり 3 ヶ月，つかまり立ち 7 ヶ月，始歩10ヶ月など運動は











































セッション 個数 セッション 個数 セッション 個数
5 7 10 4 23 5
6 4 11 4 24 6
7 3 12 － 25 5
8 5 13 5 26 7
9 2 14 7 27 6
15 2 28 －
16 3 29 3

























　エピソードNo. 2 （Table 3 ）に示されたように，Aはグループ参加当初から“うけ”を狙



























































　Aは，エピソードNo. 4 （Table 4 ）に示されたように，他のメンバー（E）から内的特
性の類似性を指摘されたことに対して情緒的な価値づけがされた応答は行っておらず，
そのように見られている自分には特に関心を示していないようであった。また，エピソー



































































































が見られたことである。エピソードNo. 8 （Table 5 ）にみられたように，自分の内的特
性に着目する活動で自分が他者からどのような人格特性であると捉えられているかにつ
いて言及していた。このように内的特性を自己開示することは，第Ⅰ期や第Ⅱ期にはほ





































































































　本研究では，青年期の発達障害児 7 名を対象とした心理臨床グループにおいて， 1 名の子ど
も（A）がグループ内における相互性の体験を通して変容していく過程を明らかにすることを
目的とした。26セッションが分析の対象とされ，エピソードが抽出された。分析の結果，全セッ
ションは 3 期（第Ⅰ期～第Ⅲ期）に分類された。第Ⅰ期は，Aのうけを狙う行動に関わり手が
積極的な意味を見出したことや関わり手がAと他のメンバーの外的特性の類似性を取り出すと
いう関わりが相互性の体験への端緒となっていた。第Ⅱ期では，Aは他のメンバーとの積極的
な応答が多くなった。関わり手は，Aや他のメンバーの内的特性に着目した発言を多く行った
35青年期の発達障害者を対象とした心理臨床グループにおける相互性の体験の意義 
が，Aからは情緒的な価値づけがされた発言や他者の内的特性に着目した発言は少なかった。第
Ⅲ期では，特定のメンバーとの会話が多くなり，自己の内的特性を自己開示することも見られ
る一方，Aの内的特性に対する関わり手の言及には抵抗する姿が見られた。このような変容過
程に関して，Aのグループ内における相互性の体験の意義と関わり手のあり方について議論さ
れた。
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